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は じ め に
　昨年、刊行いたしました「宇治むかし語り」（ウ
ィンかもがわ出版）を通して改めて様々なこと
を学ばせていただきました。それは
１． 昔話は、児童文学としてもすぐれている。
２． 昔話は、認知症のはじまったお年寄りや知
的ハンディーをもった人にも、生き生きと
享受できる恐るべき芸術である。
３． 社会の急激な変化の中で失われてきた昔話
は、ストリーテーリングやボランティアの
人々の活動の拡がりなどにより、少しずつ
ではあるが、人々の心にとりもどされつつ
あること。等でした。それゆえ、今日、昔
話を保存・伝承する仕事は、極めて大切な
ものと考えます。そして今回は、本学（短
期大学生）の学生へのアンケートをも含め
て、昔話と子どもや昔話と幼児教育につい
て考えたいと思います。
１．昔話と子ども
［「心の教育」と現場のとまどい］
　地球温暖化を中心とした地球環境問題といっ
たグローバルな問題が、幼児教育の現場にまで
持ち込まれる時代の中で、日本の少子・高齢社
会が到来しました、家庭教育や幼児教育の重要
性が、以前にまして求められるようになり、様々
な課題が提起されています。
　幼児教育、家庭教育にかかわる最近の特徴と
して、幼児期からの「心の教育」の見直しが取
り上げられています。子どもをとりまく不幸な
事件や、殺伐とした世の中の空気がその背景に
あるように考えられます。
　つい最近も、ある母親が、公園のトイレでわ
が子を殺害したという痛ましいニュースに、考
えさせられてしまいました。子育て支援センタ
ーがあり、各種の相談窓口があり、教育相談も
電話等を通して出来る時代なのにと……「子育
て」は現実には、本当に難しい事なのでしょう。
　世の中のしくみを考えた時、有名な昔話の一
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つである「三年寝太郎」ではだめなのです。お
となはゆっくりと、ゆったりとした気持ちで、
今は寝てばかりいるが、やがて、時期がくれば
目覚め、しっかりとした青年になり、社会人に
なっていくであろうという長いスパンで子ども
の成長を見守ることが待てない時代、何かに追
い立てられ、いつも平均点以上の評価をしない
と納得がいかないような気持ちになるのではな
いでしょうか。
［かまわれ過ぎ、管理される子どもたち］
　核家族化がゆきわたり、地域の人間関係も希
薄な中、子育てが、親と子だけの孤独な営みに
なっていることも少なくありません。加えてイ
ンターネットの普及とともに、人と人との直接
のコミュニケーションが介在しない情報が氾濫
しています。
　親が自信をもてず「マニュアル」を求める結
果、子育ては非常に窮屈なものになっています。
そして、幼稚園の入園から始まるお受験戦争、
塾づけの小学生時代を迎えます。裏をかえせば、
少子社会の中で、子どもたちは何から何までか
まわれ、管理されて育たなければならないとも
いえるのです。こうした現状がはたして、子ど
もにとってよいものでしょうか。
　もっと自由に遊びたい！幼稚園や保育園そし
て小学生の幼い頃から「しんどい！」と叫ぶ子
どもは増えていると思われます。本学でも、こ
の六月に本年度の幼稚園実習が終了しましたが、
幼稚園は好きだが「きまったことだけ！」「規則
ばっかり！」「お友だちがいない！」などの内容
の言葉が４、５歳の幼い園児の口からでたことに、
実習生である学生はびっくりし、親にも教諭に
も話せない、実習生にしか言えない「子どもの
本音」を聞かされたようで、頭をかかえてしま
ったと話してくれた学生の言葉が印象的でした。
　人間には闘う本能や、ちょっぴり怖い事や、
危険なことだとわかっていても挑戦したい冒険
心もあります。でも幼稚園や保育園でも、家
庭でもダメなのです。つまり危険性のない無難
な遊びを繰り返し、成長の過程で必ずでてくる
エネルギーのほとばしりの一つでもあるけんか
や、いじわるすることもダメなのです。子ども
だって、時には大きな声で怒鳴りたい時も、人
とちょっとちがったことをしてみたい時もある
でしょう。では、いつ、子どもは心の底から愉
しみ、ストレスを発散さすのでしょう。
［耳をとおした教育が大切］
　胎内にいる赤ちゃんは、毎日、毎日、母親に
なろうとしている人の心臓のトントンという音
を聞き、声を聞き、血液やリンパの流れる音を
聞きます。そして「子宮環境は安心で心地よい
よ」と教えてもらいます。だから、まだ目の見
えない新生児でも、すぐに母親とそうでない人
が区別できるのです。そして生後、赤ちゃんは
母親の胸に抱かれることによって、胎児の頃の
記憶を呼び覚まし、抱かれることを愛情だと感
じます。このような母子間の愛情がこの世での
愛情の始まりとなるのです。
　赤ちゃんがまなざしや声を求め、母親やまわ
りのおとながそれにこたえることは、人間のも
つ基本的な信頼関係を樹立させる行為です。そ
れは相互の愛情行動であり、子どもの不安を取
り除くことになります。子どものまわりにいる
おとなは、安心と幸せを育てる「まなざし」と
「声」を届ける必要があります。その周りの愛
情が心の奥底に潜んでいる愛情遺伝子を刺激し
て、愛情をさらに引き出し、心の表面に記憶さ
せるのです。
　心とは、判断をしながら関わりあう脳の仕組
みだと考えると、関わり合いの活動を円滑にす
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る潤滑油が愛情です。
　私は、耳を通しての教育が、聞く力を育て、
それが話す力へとつながり、考える力を導きそ
れは、成人してからの「生きる力」を育て、愛
する心を育てると確信しています。今「○○ち
から」という言葉がやたらと使われますが、考
えてみると、子どもの頃の生活基盤に全て培わ
れていると考えます。聴覚は四歳までに90％発
達するといわれています、音楽や語学の早期教
育がさけばれるのは、このあたりに要因がある
のではないでしょうか。
　最近、母親と子どもが電車やバスの中等で大
笑いしたり、一生懸命におはなしをしている光
景を見ることができなくなったと感じます。と
ても静かなのです。公衆の中でのマナーを守っ
ていると言えばそれはそれでいいのですが、母
親は本を読むかメールをしている、子どもはマ
ンガ本を読んでいるか眠っている、ひと昔前は、
子どもが乗っているとすぐわかりました。子ど
もの声はややトーンが高いですから……そして
母親と何かしらお話をしていました。今、母子
でお互いに一冊の絵本を見たり、それを読んで
聞かせている光景は皆無といっても過言ではあ
りません。それは周りの人も心和む瞬間であり、
一種の緊張感がとけた柔らかな時間や空間であ
ると思われるのですが……
　それでは家庭内ではどうでしょう。お互いに
テレビという物体に目が注がれているだけで会
話がはずむということはないのではないでしょ
うか。時にはテレビやゲームではなく、その子
どもの生まれた時の様子（大雪だった、暑い日
だった等）や廻りに誰と誰とがいたか、どんな
顔をしていたか等を、子ども自身が自分の歴史
として把握できる材料を話すことも、よいので
はないでしょうか。
　昔話も同様です。お父さんやお母さんの声、
おじいちゃんやお婆ちゃんの声、保育者の声で
語りかけることによって、子どもの中に精神的
に安定した状態をつくり出すことができるので
す。やさしく、いとおしく歌いかける歌や、語
りかける声で、人間を信頼する思いが育てられ
るのではないでしょうか。
［昔ばなしが良い心を育む］
　どんなに忙しい中でも、まず母親やおとなた
ちが、子どもと多くの会話の時間を持ち、その
中から子どもの個性や能力を見つけ出し、良い
方向へ導いてほしいと願っています。
　子どもとのコミュニケーションの中から親も
子も、お互いに愛情を交換し、自分自身の存在
感を確かめることが出来ます。子どもにとって、
自分に愛情が注がれ、守り育てられているとい
う喜びや、ぬくもりの実感が大切です。それは、
やがて他へと向けられ、おとなを大切にする気
持ちや、信頼感が大きくなります。愛情はさら
に友達や小動物にまで注がれ、公共の心をも育
むのではないでしょうか。
　もともと昔ばなしは、このような役割を果た
すものでした。親が昔ばなしを読んだり、歌を
歌ったりしてあげることは、親子の自然な姿の
一つです。子どもの耳にひびく、ことばの美し
さや、ことばにまつわる細やかな想い。やさ
しい親やおとなの声とお話のかもしだす雰囲気
が、子どもの心を豊かにします。それは「心の
教育」であり、子どもの中に良い心を育むこと
になるのではないかと考えています。
２.昔話と幼児教育（アンケートより）
　現場の先生方からよく「最近の学生は本や新
聞を読まない」「読まないから漢字が覚えられ
ない」というご意見を頂戴します。そして「最
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近の学生（短大生）もその母親も昔話を知らな
いですね」という声もよく耳にします。ひと昔
前まで、子どもの前でこんなクイズが流行って
いました。「かめとおとひめさんと玉手箱」こ
の話はなーんだとか「いぬときじとさるが鬼を
やっつける」お話なーんだというふうに……す
ると、子どもからはすぐに「うらしまたろう」
とか「ももたろう」とかの正解の返事が返って
きたのでした。しかし、今は返事が返ってこな
いということです。とうとうクイズをやらなく
なったと聞きます。
　明治四十四年（1911）尋常小学唱歌でのヒッ
ト曲「ももたろう」（作詩：不詳　作曲：岡野貞一） 
は、唱歌教科書に載り、物語は国語教科書であ
る尋常小学読本に載り、国語・音楽の両方から
教えられました。読本は東京語を標準語として
定着させるように口語を使い、唱歌も会話調が
用いられ、「ももたろう」を歌うことにより、
お話の内容がよく解り又、標準語が自然に身に
つくという具合でした。しかし時代とともに、
このももたろうも教科書から姿を消し（昭和45
年）、歌もこの年をさかいに歌われなくなって
いきました。特に戦時中は、桃太郎の団子と剣
は日本人の奸計と武力主義を象徴するものであ
るとして嫌われました。
　比較的多くの人に知られていた「ももたろう」
と同様、「きんたろう」や「一寸法師」も姿を
消していきました。
　そこで、筆者は、本学の短大生に「日本の昔話」
についてのアンケートを実施いたしました。
　このアンケートから見ますと、設問１の「日
本の五大昔話を５つ書いて下さい」については、
同じ設問を60歳代の人を対象に行ったとして
も、同じような結果になるのではないかと考え
ます。正解は「ももたろう」「さるかに」「はな
さかじいさん」「かちかちやま」「したきりすず
め」なのですが、誰でもが知り、聞いたことの
あるのはどれくらいあるのでしょうか。地方に
よっては、あまり伝えられていない作品もある
のではないでしょうか。そのような観点からみ
ますと、「ももたろう」の正解率が97％という
のはとても良い数字かもしれません。もっと有
名であり、人々に好まれている昔話でも五大昔
話に指定されていないものもあります。設問１
の中で書かれていた五大昔話以外に書かれてい
た物語は女子短大生らしく、「かぐやひめ」や「つ
るのおんがえし」が上位に位置するのも、とて
も興味があります。そして、子どもに聞かせた
い昔話や、知っている、好きな昔話のトップに
いつも「ももたろう」があるのは、お話の内容
がおもしろかったり、ももたろうという男の子
の「実行力・正義感・勇気」に惹かれたり、動
物達の「それぞれの習性を活かして、互いに助
け合う様子」にチーム・ワークの大切さを感じ
たり、又自分に代わって鬼をやっつける姿に拍
手喝采を送っているのかもしれません。
　設問３の知っている外国の昔話や、好きな昔
話のトップに「あかずきん（ちゃん）」が登場
するのももっともだとうなずけます。かわい
らしいあかずきんに自分の子どもの頃を思い出
し、お母さんの言い付けや忠告を無視して、親
や廻りの人に心配をかけた事等を重ね合わせて
いるのではないでしょうか。学生の作る創作オ
ペレッタのトップも「あかずきんちゃん」です。
しかしオペレッタを作る時は登場人物の数や、
場面展開のしやすさ等も作る上での必須条件に
なるでしょう。ですからお話が好き＝創るとい
うことにはならないと思います。
　しかし創作オペレッタの課題では、日本の昔
話を取り上げた人は約三分の１でした。毎年同
じような傾向にありますが、これも時代の流れ
だと感じます。なぜなら、筆者が子どもの頃、
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おくどさん（かまど）の前やお風呂にいれても
らいながら、又、寝床の中で聞いたのは、ほと
んどが日本の昔話でした。きっと母親が知らな
かったのでしょう。仮に知っていたとしても、
「あかずきん」や「シンデレラ」ぐらいだった
のではないでしょうか。
　今の学生たちのお母さん、もっと若い園児た
ちのお母さんなら、当然、外国の昔話の方が、
数の上からも、内容もよくご存知なのだと推察
できます。しかしその土地に伝わる昔話を聞く
ことの愉しさ、自分の生まれ育った「土のにお
い」のするお話、そのお話を聞き、おじいちゃ
んや、おばあちゃん、おとうさんやおかあさん、
みんなが知っている日本の昔話、先人たちの愛
の贈り物である昔話、その日本の昔話を、もっ
と好きになってほしいし、現場でのよき教材と
して日本の昔話を愛用していただきたいと願っ
ております。
「日本の昔話」についてのアンケート
設問１　あなたが思う、日本の五大昔話を５つ書いて下さい。
No. 五　大　昔　話 正解率
１. ももたろう 97％
２. さるかに（合戦） 38
３. はなさかじいさん 32
４. かちかちやま 13
５. したきりすずめ 10
実施日：08年５月21日・23日
対　象：京都文教短期大学　幼児教育専攻生　１回生
人　数：127名（出席率：89％　回答率：100）
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設問２　あなたが今の子どもたちに聞かせたい日本の昔話を５つ書いて下さい。
No. 昔　　　話 人数 No. 昔　　　話 人数 No. 昔　　　話 人数
１. ももたろう 82 10. したきりすずめ 14 19. さんねんねたろう １
２. うらしまたろう 62 11. かちかちやま 13 20. だいくとおにろく １
３. かさじぞう 59 12. こぶとりじいさん 12 21. ないたあかおに １
４. つるのおんがえし 46 13. ぶんぶくちゃがま ４ 22. きつねにょうぼう １
５. はなさかじいさん 38 14. いっきゅうさん ４ 23. おりひめとひこぼし １
６. かぐやひめ 37 15. ちからたろう ４ 24. ねずみのよめいり １
７. さるかに合戦 33 16. やまんばのにしき ３ 25. ねずみのすもう １
８. いっすんぼうし 30 17. ごんぎつね ２ 26. うぐいすのさと １
９. おむすびころりん 22 18. はなさきやま ２ 27. 十二支のはなし １
実施日：08年５月21日・23日
対　象：京都文教短期大学　幼児教育専攻生　１回生
人　数：127名（出席率：89％　回答率：100）
◎設問１に書かれていたその他の昔話
No. 昔　　　話 人数 No. 昔　　　話 人数 No. 昔　　　話 人数
１. かぐやひめ 82 ８. おむすびころりん 17 15. ぶんぶくちゃがま １
２. うらしまたろう 70 ９. ちからたろう 10 16. じごくのそうべえ １
３. いっすんぼうし 44 10. いっきゅうさん ３ 17. ねずみのすもう １
４. つるのおんがえし 30 11. あんじゅとずしおう １ 18. ごんぎつね １
５. かさじぞう 28 12. さんねんねたろう １ 19. さんまいのおふだ １
６. きんたろう 21 13. はなさきやま １ 20. そんごくう １
７. こぶとり 20 14. ねずみのよめいり １
実施日：08年５月21日・23日
対　象：京都文教短期大学　幼児教育専攻生　１回生
人　数：127名（出席率：89％　回答率：100）
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設問３　あなたの好きな昔話を書いて下さい（ベスト 20）
No. 日本の昔話 人数 No. 外国の昔話 人数
１. ももたろう 87 １. あかずきん 51
２. かぐやひめ 49 ２. さんびきのこぶた 45
３. はなさかじいさん 27 ３. シンデレラ 41
４. さるかにかっせん 23 ４. ヘンゼルとグレーテル 25
５. うらしまたろう 20 ５. 人魚ひめ 21
６. かさじぞう 19 ６. おおきなかぶ 20
７. つるのおんがえし 17 ７. しらゆきひめ 14
８. かちかちやま 16 ８. おやゆびひめ 13
９. いっすんぼうし 15 ９. 不思議な国のアリス 10
10. きんたろう 12 10. うさぎとかめ ８
11. おむすびころりん 11 11. ながぐつをはいたねこ ６
12. したきりすずめ ９ 12. ピノキオ ６
13. こぶとりじいさん ５ 13. ピーターパン ６
14. 三年寝たろう ３ 14. ブレーメンの音楽隊 ５
15. いっきゅうさん ３ 15. フランダースのいぬ ４
16. 三枚のおふだ ３ 16. みにくいあひるのこ ４
17. ねずみのすもう ３ 17. あかいくつ ３
18. 力たろう ２ 18. きたかぜとたいよう ３
19. もちもちのき ２ 19. ジャックと豆の木 ３
20. あおおにとあかおに ２ 20. ねむりのもりの美女 ３
実施日：2008年８月５日・６日
対　象：京都文教短期大学　幼児教育専攻生　１回生
人　数：142名（出席率：100％　回答率：100）
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設問４　あなたの知っている昔話を書いて下さい（ベスト 20）
No. 日本の昔話 人数 No. 外国の昔話 人数
１. ももたろう 95 １. あかずきん 50
２. うらしまたろう 56 ２. さんびきのこぶた 40
３. はなさかじいさん 62 ３. シンデレラ 34
４. いっすんぼうし 60 ４. ヘンゼルとグレーテル 33
５. さるかにがっせん 59 ５. しらゆきひめ 28
６. かぐやひめ 52 ６. おおきなかぶ 23
７. きんたろう 43 ７. ジャックとまめのき 21
８. かちかちやま 42 ８. おやゆびひめ 19
９. かさじぞう 40 ９. きんのおのぎんのおの 16
10. したきりすずめ 35 10. 人魚ひめ 15
11. つるのおんがえし 35 11. うさぎとかめ 11
12. こぶとりじいさん 29 12. ながぐつをはいたねこ 10
13. おむすびころりん 24 13. マッチうりの少女 ９
14. ちからたろう 14 14. みにくいあひるのこ ９
15. いっきゅうさん 10 15. ブレーメンの音楽隊 ８
16. ゆきおんな ６ 16. ねむりのもりの美女 ８
17. ぶんぶくちゃがま ５ 17. あかいくつ ７
18. ごんぎつね ５ 18. あおいとり ５
19. ねずみのすもう ５ 19. ありとキリギリス ５
20. ねずみのよめいり ４ 20. おおかみと七匹のこやぎ ５
実施日：08年８月５日・６日
対　象：京都文教短期大学　幼児教育専攻生　１回生
人　数：142名（出席率：100％　回答率：100）
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　昔話の魅力は、祖父母や両親から日常聞きな
れた方言となまりまじりの音声にあります。そ
の言葉のひびきが、聞く人を幼い頃にタイムス
リップさせてくれます。懐かしい家のたたずま
い、子どもの頃のいろいろの思い出がよみがえ
ります。
　昔ばなしはシンプルであり、時代、場所、人
物を具体化せずに語ることのできるものです。
聞き手に余韻を感じさせ、考えさせる内容を含
んだ素晴らしい教材だといえるでしょう。子ど
もの耳に温かく、やさしく、ていねいな言葉で
繰り返し伝えたいものです。
　心を和ませることばは、信頼感や創造性を通
してさまざまな「生きる力」を育てると信じて
います。これから先も世の中は、さらに複雑に
なるでしょう。私たちは、高齢になればなるほ
ど、幼児期の日々のくらしの中の記憶の断片を
紡いで、思い出を編みあげることが大切ではな
いでしょうか。そのためにも昔話の伝承や普及
の大切さを感じています。そして幼児教育のみ
でなく、日本人の心や考え方を現す一つの材料
としても、もっともっと多くの場で、いろいろ
の方法で伝えていってほしいと願っています。
お わ り に
　現在、子どもたちは、昔ばなしを題材にした
歌をほとんど歌いません。また、テレビやコン
ピューターメディアという視角の世界に慣れて
しまった子どもたちは、耳から聞く昔ばなしに
は、ほとんど興味を示さなくなったと聞きます。
しかし、それは表面的な評価です。伝える側が
努力と工夫をすれば、子どもたちは昔ばなしに
興味をもち、大好きになれるのです。そこには、
人間どうしのコミュニケーション、語り手と、
聞き手の織り成す心の行き来があるからです。
肌のむくもり、息づかいまでもが伝わる、わく
わくするコミュニケーションの空間です。
　昔ばなしは、先人たちの愛の贈り物です。多
くは名もない人たちの魂の伝承でもあります。
そして、母親の背の心地よい「揺れ」と「ぬく
もり」、父親の膝の「安心」と「におい」等、
いろいろの思い出につながり、何よりも心が和
みます。
　筆者は、現在の日常の暮らしの中で、人と人
との絆がうすれ、ことばがつながらず、気持ち
も通わなくなってきたことを感じています。し
かし、昔話の発端句「とんとむかし」「とんと
むかし。あったげな」「すこしむかし」などの
ことばを聞くと、日常世界から抜け出て、不思
議な世界の入り口に立ったような気がします。
その世界は動物がしゃべっても、木や石が道案
内をしてくれても、だれも驚かない世界です。
そして全世界の子どもたちが、その国々の昔話
を聞いて育っているという事実があることも重
要なことです。
　昔ばなしは、それを聞いて育った子どもがお
となになり、老人になったとき、懐かしく思い
出すだけのものではありません。その人の心の
中の素晴らしい文化遺産になるものだと考えま
す。
2007年　 著書「宇治むかし語り」刊行　CD付
き　語り：北川喜美子
2008年　 著書「山城むかし語り」刊行　CD付
き　語り：北川喜美子
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